


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien    市内半日 : 月水金日
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947    ウィーンの森 : 火木土

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
鉄道で行く日帰りザルツブルクとザルツカンマー
グート／ブダペスト１日観光（木・土）

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウィーンデスク  Franz Jirsa GesmbH
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金 / ９：30 ～ 12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL: (01) 400 60 128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   e-mail  y.takamine@viennaticket.at
JR パス、日本語観光バス、各種チケット手配

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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我
が
国
産
官
学
の
協
力
に
よ
り
、
昨
年

十
二
月
二
三
～
二
六
日
に
か
け
て
日
本
ベ

ト
ナ
ム
原
子
力
研
究
・
人
材
育
成
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
ハ
ノ
イ
他
で
開
催
さ
れ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
は
既
に
原
子
力
発
電
導
入
を
決
め
た

こ
と
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
若
手
の
研
究
発
表

の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
る
知
識
吸
収
の

段
階
か
ら
主
体
的
な
研
究
が
で
き
る
人
材

の
育
成
、
研
究
発
表
を
我
が
国
と
ほ
ぼ
等

分
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
主
体
的
意
識

の
醸
成
、
日
本
へ
の
留
学
選
抜
の
一
助
と

す
る
こ
と
に
よ
る
若
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
高
揚
と
優
秀
な
人
材
の
発
掘
、
さ
ら
に
、

日
本
の
研
究
開
発
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ

る
ベ
ト
ナ
ム
と
我
が
国
の
研
究
交
流
機
会

の
促
進
が
目
的
で
あ
る
。
我
が
国
か
ら
は
、

日
立
、
東
芝
、
三
菱
、
国
際
原
子
力
開
発
、

原
子
力
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
機

構
、
東
工
大
、
長
岡
技
科
大
、
京
大
か
ら

三
十
三
名
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
は
、
産
業
貿

易
省
、
科
学
技
術
省
、
原
子
力
研
究
所
、

ハ
ノ
イ
工
科
大
学
、
電

力
大
学
等
か
ら
約
八
十

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

二
三
～
二
四
日
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

一
九
件
の
発
表
と
学
生

に
よ
る
八
件
の
ポ
ス

タ
ー
発
表
が
あ
っ
た
。

筆
者
は
初
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
直
後
の
「
日
本

に
お
け
る
安
全
研
究
の

歴
史
と
展
望
」
と
題
す

る
発
表
で
、
我
が
国
が

原
子
力
導
入
以
前
か
ら

安
全
研
究
に
着
手
し
そ

の
後
も
拡
充
し
て
き
た

こ
と
、
福
島
原
発
事
故

を
踏
ま
え
て
シ
ビ
ア
ア

ク
シ
デ
ン
ト
を
中
心
に

安
全
研
究
を
見
直
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。

発
表
に
対
し
二
件
の
質
問

が
あ
っ
た
他
、
全
体
的
に

活
発
な
討
論
が
あ
り
、
ベ

ト
ナ
ム
側
の
意
識
の
高
さ

が
伺
わ
れ
た
。
翌
日
か
ら

の
施
設
見
学
に
は
参
加
出

来
な
か
っ
た
が
、
原
子
力

機
構
主
催
の
ベ
ト
ナ
ム
研

修
で
教
え
た
研
究
者
が
発

表
し
再
会
で
き
た
こ
と
、

ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
京
大
大

学
院
留
学
生
が
ポ
ス
タ
ー

発
表
で
優
秀
賞
第
二
位
を

獲
得
し
た
こ
と
な
ど
が
嬉
し
か
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
陶
磁
器
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
の
陶
磁
器
と
言
え
ば
、

高
級
食
器
ア
ウ
ガ
ル
テ
ン
が
有
名
で
あ
る
。

一
七
一
八
年
に
ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
の
デ
ュ
・
パ

キ
エ
が
開
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
二
番
目
に
長
い

歴
史
を
持
つ
ウ
ィ
ー
ン
窯
が
起
源
で
あ
る
。

女
帝
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
に
よ
り
皇
室
御

用
達
の
磁
器
窯
と
な
っ
た
。
今
で
は
世
界

中
で
愛
さ
れ
て
い
る
こ
の
食
器
は
、
ア
ウ

ガ
ル
テ
ン
庭
園
の
中
に
あ
る
工
房
に
て
全

て
手
作
業
で
作
ら
れ
て
い
る
。
美
し
い
白
、

エ
レ
ガ
ン
ト
な
形
の
白
磁
器
に
定
評
が
あ

り
、
代
表
的
な
絵
柄
に
マ
リ
ア・テ
レ
ジ
ア
、

ウ
ィ
ン
ナ
ー・ロ
ー
ズ
、ビ
ー
ダ
ー
マ
イ
ヤ
ー

な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
は
そ
の
昔
、
皇
帝
一

家
の
狩
り
の
城
館
と
そ
の
庭
園
だ
っ
た
が
、

一
七
七
五
年
に
一
般
開
放
さ
れ
、
今
で
は
市

民
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
の
陶
磁
器
と
言
え
ば
清
水

焼
を
代
表
と
す
る
京
焼
が
有
名
で
あ
る
。

京
都
で
は
五
世
紀
前
半
の
雄
略
天
皇
の
頃
、

現
在
で
は
宇
治
市
、
伏
見
区
に
住
む
陶
工

に
御
器
を
作
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
後
、
僧

行
基
が
詔
に
よ
り
窯
を
築
い
た
の
が
、
清

水
寺
へ
の
参
道
で
あ
る
五
条
坂
界
と
い
わ

れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
は
、
明
か
ら
伝

え
ら
れ
た
技
法
に
よ
り
色
絵
陶
器
が
誕
生

し
、
江
戸
時
代
に
は
、
茶
の
湯
の
流
行
を

背
景
に
東
山
地
域
を
中
心
に
茶
陶
が
作
ら

れ
、広
く
京
焼
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
期
以
降
は
近
代
的
生
産
手
法
の
導
入

と
と
も
に
生
産
量
も
増
大
し
、
日
本
の
重

要
な
輸
出
品
と
な
っ
た
。
ア
ウ
ガ
ル
テ
ン
も

京
焼
も
、
時
代
の
変
遷
を
受
け
つ
つ
も
ク

オ
リ
テ
ィ
や
芸
術
性
を
失
わ
ず
、
多
品
種
、

少
量
生
産
を
特
色
と
す
る
高
品
質
の
陶
磁

器
と
し
て
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
赴

任
中
、
ア
ウ
ガ
ル
テ
ン
庭
園
で
家
内
と
と

も
に
散
歩
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
紅
茶
用

の
食
器
を
い
く
つ
か
購
入
し
た
。
庭
園
内

で
開
催
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
た
こ
と

も
あ
る
。
京
都
で
は
清
水
焼
の
食
器
を
買
っ

て
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
。
両
市
の
有
名
な

陶
磁
器
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に

感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い

し
た
ア
ウ
ガ
ル
テ
ン
庭
園
の
写
真
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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Tiergarten Schönbrunn ＊ パンダレンタル契約更新の背景

Foto: NorbertPotensky

Foto: NorbertPotensky

　シェーンブルン動物園で昨年夏、中
国籍パンダ夫婦に三番目の雄の子供
が生まれた。名前は Fu Bao 福豹。
今が可愛い盛りだが来年は中国に返
還しなければならない。レンタル契約
に従って、2007 年８月 23 日生まれ
の最初の子供 Fu Long 福竜 は 2009
年 11 月18 日に、同じ誕生日 2010
年８月 23 日生まれの２番目の Fu Hu 
福虎 は 2012 年 11 月７日に、それ
ぞれ中国に渡った。2013 年８月 14
日生まれの福豹はおそらく 2015 年
11 月に中国に返されることだろう。

　パンダレンタル料はペアで原則的
に１年１億円といわれる。これより安
くシェーンブルン動物園は 2003 年
３月 15 日、10 年契約を結んだ。昨
年は契約更新の年だった。ウィーン
側は継続を望み、中国側に伝えたが、
返事がないまま、契約切れ状態で Fu 
Bao 福豹 が生まれた。契約が切れて
８ヵ月後の昨年 11 月、中国側は契
約更新に応じ、第２次 10 年契約が
昨年３月にさかのぼって署名された。
　パンダの話題でなく、中国外務省は
昨年９月５日唐突に「オーストリアが

一つの中国政策を堅持し
中国の領土保全を損なう
いかなる分裂行為も支持
しないと表明した」ことを
高く評価すると発表した。
　在オーストリア中国大使 Zhao Bin が昨年オーストリア外務
省のヤン・キッケルト政治局長と会談し、上述の表明を引き出
したのである。具体的には「チベットは中国の一部であり、チ
ベット独立運動を支持しない」「（2012 年５月オーストリア政
府要人＝首相と副首相が）ダライ・ラマと会談したことにより
オーストリアは中国との関係を悪化させて残念だ」とオースト
リアに反省させたことを、中国はアピールしたかったのだ。
　これが今回のパンダレンタル契約更新の舞台裏である。（福田）


